
3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

配水場施設の送配水ポンプ、電動弁、受電設備の機器は、通常自動制御や遠隔操作などを行って

いるが、点検や故障対応などで、現地での操作を行う必要がある。

機器点検などが事前に予定されている場合は、操作手順書を作成し、それを基に作業を行うが、

VRを使用した機器操作シミュレーション技術があれば、現地に移動しなくてもVR空間で機器操作

の手順を確認することができる。

VRゴーグル等により、点検作業等の操作手順を検証することができる技術。

また、この技術は配水場の機器操作技術の向上・誤操作防止に応用することができる。

機器操作手順書等作成における現地での確認業務のための移動

作業頻度：44回/年、現地移動所要時間往復平均：40分/回

業務量削減時間：44×40＝1,760分/年（約29時間/年）

1  課題を抱える業務の内容

堺１ VRを使用した機器操作訓練による操作技術の向上

堺市

求める技術：⑭



3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

浄水処理を行っていない事業体である本市にとって、水道事業を将来にわたって持続可能なものとす

るためには、受水費に直結する有収率を向上させることが喫緊の課題となっています。

有収率を向上させるためには、漏水等によるいわゆる「不明水」を削減する必要があります。

現在、人的に行っている漏水調査に代わり、遠隔で連続的にモニターできるシステムがあれば、不明

水の減少に効果的です。

また、配水量の変化の要因を迅速に分析・把握することが、「不明水」の削減につながります。

 水道管路の漏水又はその疑いのある個所を遠隔で迅速に特定できる技術

 特に、大口径の水道管路の漏水を発見できる技術

 配水量や有収水量の水量変化の要因分析ができる技術

 漏水発見及び配水量変化をトータルでマネジメントできる仕組み

漏水調査業務

送配水管延長：約2400㎞ うち中大口径管（φ350～1350㎜）：約200㎞

漏水修繕件数：約700件/年

不明水：約400万ｍ2

1  課題を抱える業務の内容

堺２ 管路施設の総合マネジメントシステムによる有収率の向上

堺市

求める技術：②



3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

地震などによって、配水管破裂事故等が同時に発生した場合、復旧に向けての調査計画や復旧計画を立

案する必要があるが、災害時という十分な人員を割り当てられない状況の中、早急に計画立案をできない

おそれがある。

また、単独の配水管破裂事故であった場合でも、その影響範囲の想定や復旧に必要な資材、修繕工法案、

洗管箇所とその順序などについては、現在はベテラン職員の経験に基づいて計画されているが、今後、想

定される技術者の不足に対応できないおそれがある。

技術者不足の状況であっても、計画立案をAIが自動化できれば、危機事象が発生しても、迅速な対応が

可能になる。

 ＡＩで危機事象発生時に優先すべき初動調査の範囲や、復旧の計画を自動的に立案できる技術

 ＡＩで漏水事故が発生した場合に、復旧工法の提案や、洗管計画等を自動的に立案できる技術

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

管路復旧における調査計画、復旧計画に係る業務

市内全域で断水したと想定、発災後25日で応急復旧完了

送配水管延長：約2400㎞（基幹管路φ350～1350㎜：約200㎞、配水支管φ75～300㎜：約2200㎞）

配水場：7 給水区域：21

1  課題を抱える業務の内容

堺３ 危機事象発生時のＡＩ活用

堺市

求める技術：⑮



3  こんな技術を求めています！

 財務会計システムにおける電子決裁機能（既存システム対応又は新規システム導入）

 支出審査におけるAIの活用によるチェック工数の削減

 データによる帳票保存

支出負担行為伺書については、令和３年１０月から一部ペーパーレスの取組として、文書

管理システムを用いた電子決裁を実施していますが、会計伝票（支出伝票・収入伝票・振替

伝票）については、紙で作成し、押印による決裁を行っています。

特に、口座振替による支出の締切前後等には、多くの支出伝票が集中します。押印による

決裁を短時間にたくさん行う手間や、書類の保管場所の確保、紛失リスク等の課題を抱えて

いるところです。

財務会計システムに電子決裁機能を持たせることを検討しましたが、市長部局との連携や、システム改修の

費用対効果等の面から、すぐに実施することは難しい状況で、次回システム再構築の際に実施することを検討

しているところです。

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

押印決裁業務

作業頻度：毎日 伝票件数：約18,000件／年

1  課題を抱える業務の内容

堺４ 財務会計システムにおけるデジタル化・ペーパーレス化

堺市

求める技術：①



3  こんな技術を求めています！

 モニタリングに関する各種数値を自動的に抽出できる技術
 業務履行状況を自動的に評価・分析できる技術
 包括的民間委託の導入効果の検証ができる技術
 シンプルな構造で料金システムと連携できる技術

委託する業務範囲も幅広く、業務内容も多岐にわたる営業業務の包括的民間委託（水道メーターの検針、
料金収納、コールセンター等）のモニタリング（監督・検査、履行状況の評価・分析、包括的民間委託の
導入効果の検証等）に関する業務

多種多様な業務の履行状況を、可能な限り定量的かつ客観的に評価・分析するとともに、包括的民間委託
の導入効果について、利用者サービス及び業務効率化の両側面から検証することが必要ですが、それらの事
務負担は相当なものとなっています。また、モニタリング結果を公表していくに当たり、各種の数値データ
を正確かつ安定的に抽出し、「見える化」することが必要となっています。

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

各種数値の抽出作業、業務履行状況の評価分析作業等の人工削減

作業量：監督員15名×1～2日／月

1  課題を抱える業務の内容

堺５ 営業業務に関する包括的民間委託のモニタリングの効率化

堺市

求める技術：①⑫



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

堺6 水道施設の機械警備活用

2  課題の詳細

求める技術：⑦

堺市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

災害時、施設状況の確認を現地へ臨場しないとできない。
業者の施設入場にセキュリティカードを貸与、または職員にて機械警備
操作のために臨場しなければならない。

災害時、水道施設状況の確認は事故・災害の危険性がある。
業者のセキュリティカード紛失のリスク、職員にて機械警備操作のため
に現地臨場の負担。

水道施設状況を映像等でのリアルタイムな確認。
遠隔にて機械警備操作。

災害時、水道施設状況の被害状況をリアルタイムな映像確認。
職員による現地臨場負担の削減。

年 約４０回×往復移動時間 約４０分
＝１６００分（約２７時間）



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

堺7 舗装本復旧面積と附帯工の自動測量

2  課題の詳細

求める技術：⑨

堺市

舗装道路本復旧工事を発注する際、本復旧予定面積や附帯工の延長を職員により現場にて測量しています。

現状、広範囲の面積の計測を複数の職員により行っており、多くの作業時間を要しています。これらの作業を
自動化できれば、職員の作業量の大幅な軽減につながります。

自動で舗装予定面積と附帯工延長を写真等の画像から算出する技術


